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表
紙
写
真
／
２
０
１
６
富
山
県
地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
１
６
年
２
月
16
日
：
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
）

　
「
創
ろ
う
、
市
民
自
治
の
ゆ
た
か
な
社
会
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、「
囲

む
べ
、
東
北
・
宮
城
で″
希
望
〟
鍋
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
５
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
第
36
回
地
方
自
治
研
究

全
国
集
会
が
10
月
14
～
15
日
に
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
自
治
研
全
国
集
会
は
、
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
具
体

的
な
実
践
報
告
を
も
ち
よ
り
、
語
り
合
う
場
と
な
っ
て
お
り
、
参
加

者
か
ら
は
好
評
で
す
。
自
治
体
行
政
や
地
域
政
策
に
関
し
て
全
国
の

事
例
を
知
り
た
い
方
、
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
い
る
方
は
ぜ

ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
初
日
の
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
の

自
治
体
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
、
地
域
活
性
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
は
震
災
に
よ
っ
て
よ
り
顕
在
化
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
課
題
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
か
、
事
例
を
踏
ま
え
そ
の
手
が

か
り
を
全
国
の
参
加
者
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

　
２
日
目
は
、「
命
―
命
を
守
る・育
て
る
」「
知
―
東
北・宮
城
を
知
る
」

「
興
―
ム
ラ
・
ま
ち
を
お
こ
す
」「
継
―
未
来
へ
つ
な
ぐ
」「
支
―
く
ら

し
を
支
え
る
」「
創
―
住
民
と
つ
く
る
」
の
６
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
12

の
分
科
会
と
35
歳
以
下
の
参
加
者
を
対
象
と
し
た
分
科
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
運
営
で
は
、報
告・討
論
と
と
も
に
、「
被
災
地
を
訪
れ
る
」「
ま

ち
の
ひ
と
の
話
を
聞
く
」「
全
国
の
仲
間
と
交
流
す
る
」
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
体
集
会
前
日
（
10
月
13
日
）
に
は
、被
災
3
県
の
復
興
へ
の
誓
い
、

全
国
か
ら
の
支
援
者
と
被
災
者
の
再
開
の
場
と
し
て
前
夜
祭
が
開
催

さ
れ
、
集
会
の
翌
日
（
10
月
16
日
）
に
は
、
津
波
被
害
の
大
き
か
っ

た
沿
岸
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
と
も
に
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
、
自
治
研
全
国
集
会
に
参
加
す
る
意
味
は
大
き
な
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全
国
集
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
富
山
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
　
常
務
理
事
　
坂
井
　
登
喜
雄

第36回自治研全国集会に
参加してみませんか
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公
益
財
団
法
人

地
方
自
治
総
合
研
究
所

研
究
員

其
田　

茂
樹
さ
ん

２
０
１
６
年
度
政
府
予
算
と

地
方
財
政
計
画
を
読
む

研
究
会
講
演
／
２
０
１
６
富
山
県
地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
（
２
月
16
日　

ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
）

は
じ
め
に

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
3
回
連
続
で
与

え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
過
去
2
回
は
市
内
に
宿
泊
し
て

い
た
の
で
す
が
、
今
回
は
、
日
程
の
都

合
上
日
帰
り
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
残

念
で
す
。
そ
の
分
、
少
し
早
め
に
到
着

し
、
駅
前
で
お
土
産
を
買
い
込
ん
で
お

き
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
中
央
本
部
主
催
の
地
方
財

政
セ
ミ
ナ
ー
で
お
話
し
し
た
こ
と
、
ま

た
、
同
時
期
に
執
筆
し
た
『
月
刊
自
治

研
』
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た

に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
盛
り
込
ん

で
お
話
し
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
来
年
度

の
地
方
財
政
計
画
（
地
財
計
画
）
等
に

つ
い
て
は
、
比
較
的
「
無
難
」
で
あ
る

と
い
う
印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
こ
れ
か
ら
お
話
し
し
て
参
り
ま
す

が
、
地
財
計
画
の
総
額
は
確
保
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
２
０
１
５
年
度
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
地
方
交
付
税
の
原
資
と

な
る
国
税
の
変
更
と
い
っ
た
大
き
な
制

度
の
変
更
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

来
年
度
予
算
編
成
の
前
提
と
な
る
い
わ

ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
な
ど
を
見
て
み

ま
す
と
、
今
後
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
仕
組
み
が
地
方
交
付
税
制
度
の
中
に

組
み
入
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
な

ど
、
問
題
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　

以
下
、
２
０
１
５
度
の
補
正
予
算
の

内
容
、「
骨
太
」
と
来
年
度
予
算
、
そ

て
い
る
３
６
２
４
億
円
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
原
則
と
し
て
、
消
費
税
増
税

に
伴
う
「
簡
素
な
給
付
措
置
」
の
給
付

対
象
者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
方
が
主

な
対
象
と
な
る
も
の
で
す
。
図
表
１
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
事
業
に
対

し
て
、
地
財
計
画
と
地
方
財
政
と
い
う

順
に
お
話
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
補
正
予
算
の

�

ポ
イ
ン
ト

　

２
０
１
５
年
度
の
補
正
予
算
は
、

２
０
１
６
年
１
月
20
日
に
参
議
院
で
可

決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し
ま
し

た
。
近
年
の
補
正
予
算
は
、
い
わ
ゆ
る

「
15
ヶ
月
予
算
」
と
し
て
編
成
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
識
者
に
よ
っ
て
は

こ
の
補
正
予
算
は
15
ヶ
月
予
算
か
ら
は

脱
却
し
た
と
解
釈
す
る
向
き
も
あ
る
よ

う
で
す
。「
15
ヶ
月
予
算
」
と
呼
ぶ
か

ど
う
か
は
別
に
し
て
、
現
在
審
議
中
の

来
年
度
予
算
と
の
連
続
性
は
色
濃
く
確

保
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
補
正
予
算
の
内
容
を
理
解

す
る
予
算
が
、「
希
望
出
生
率
１
・
８
」

及
び
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
に
直
結
す
る

緊
急
対
策
等
（
３
９
５
１
億
円
）
に
匹

敵
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
実
現
に

向
け
た
施
策
（
３
４
０
３
億
円
）
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、「
選

す
る
こ
と
で
、
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

も
お
お
む
ね
理
解
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

財
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
平
成

27
年
度
補
正
予
算
」
と
い
う
項
目
に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
、「
平
成
27
年
度
補
正

予
算
に
つ
い
て
」、「
平
成
27
年
度
補
正

予
算
の
概
要
」
と
い
う
似
た
よ
う
な
リ

ン
ク
に
出
会
い
ま
す
。
図
表
１
は
、
前

者
な
の
で
す
が
、
後
者
は
、
各
項
目
に

つ
い
て
も
う
少
し
細
か
く
内
訳
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

報
道
等
に
お
い
て
よ
く
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
は
、
図
表
１
に
も
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
果

実
の
均
て
ん
に
よ
る
消
費
喚
起
・
安
心

の
社
会
保
障
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
）」
と
し
て
計
上
さ
れ

講演会場

図表１　

（出所）財務省ウェブサイトより引用。

平成27年度補正予算について
■ 追加歳出（国費）  3兆5,030億円
　１.  一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき対策等 1兆1,646億円

・「希望出生率1.8」及び「介護離職ゼロ」に直結する緊急対策等〔3,951億円〕
・アベノミクスの果実の均てんによる消費喚起・安心の社会保障
　（年金生活者等支援臨時福祉給付金）〔3,624億円〕
・投資促進・生産性革命〔2,401億円〕
・地方創生の本格展開等〔1,670億円〕

　２.  TPP関連政策大綱実現に向けた施策 3,403億円
� ※地方創生の本格展開等に含まれる事業1,472億円を含めると4,875億円

・攻めの農林水産業への転換（体質強化対策）〔3,122億円〕
・TPPの活用促進・TPPを通じた「強い経済」の実現（対日直接投資促進等）〔280億円※〕

� ※地方創生の本格展開等に含まれる再掲事業1,472億円を含めると1,753億円

　３.  その他 1兆9,981億円
・災害・防災・減災事業〔5,169億円〕
・復興の加速化等〔8,215億円〕
・その他喫緊の課題への対応（テロ対策等）〔3,037億円〕
・その他追加財政需要〔3,560億円〕

■ 地方交付税交付金の増〔1兆2,651億円〕
■ 財源は税収増、前年度剰余金で確保。平成27年度のPB赤字半減目標は堅持。
■ 平成26年度補正予算に引続き新規国債発行額の減額〔4,447億円〕を行う。

※
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挙
目
当
て
」
と
い
う
批
判
は
一
定
以
上

当
た
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

図
表
１
で
「
３
．
そ
の
他
」
と
な
っ

て
い
る
項
目
が
、「
概
要
」の
ほ
う
で
は
、

「
災
害
復
旧
・
防
災
・
減
災
事
業
」、「
復

興
の
加
速
化
等
」、「
そ
の
他
喫
緊
の
課

題
へ
の
対
応
」、「
そ
の
他
」
と
分
類
さ

れ
て
お
り
、
個
別
の
項
目
を
み
る
と
、

自
衛
隊
の
災
害
対
処
能
力
・
安
定
的
な

運
用
（「
そ
の
他
喫
緊
の
課
題
へ
の
対

応
」
と
し
て
）
９
７
９
億
円
、
米
軍
再

編
に
係
る
経
費
等（「
そ
の
他
」と
し
て
）

７
５
７
億
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
、
こ
れ
ら
が
補
正
予
算
と
し
て

計
上
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
が
疑

問
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
と
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
支
援
（
１
１
７
億

円
）、
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化

（
91
億
円
）、
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
等

事
業
（
５
６
６
億
円
）（
以
上
は
、
い

ず
れ
も
、
図
表
１
の
1
．
の
う
ち
「
希

望
出
生
率
１
・
８
」（
第
２
の
矢
）
関
連

と
し
て
計
上
、
合
計
で
７
７
４
億
円
）、

介
護
基
盤
の
整
備
加
速
化
事
業
（
同
じ

く
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」（
第
３
の
矢
）

関
連
と
し
て
計
上
、
９
２
２
億
円
）
と

を
比
較
す
る
と
そ
の
規
模
の
大
き
さ
も

ご
理
解
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

「
骨
太
」
と
２
０
１
６
年
度

�

政
府
予
算

　

予
算
編
成
や
地
方
財
政
計
画
に
影
響

の
あ
る
骨
太
の
方
針
（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
５
）
か
ら

言
及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
骨
太
」
の
第
３
章
に
は
、「
経

済
・
財
政
再
生
計
画
」
が
盛
り
込
ま
れ
、

そ
の
注
記
と
し
て
「
地
方
の
歳
出
水
準

に
つ
い
て
は
、
国
の
一
般
歳
出
の
取
組

と
基
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
交
付
団
体
を

は
じ
め
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
と
な
る
一
般
財
源
の
総
額
に
つ
い

て
、
２
０
１
８
年
度
（
平
成
30
年
度
）

ま
で
に
お
い
て
、
２
０
１
５
年
度
地
方

財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
」
と
の

記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
は
、
後
に

触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
財
計

画
の
総
額
が
確
保
さ
れ
た
と
一
応
は
見

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
「
経
済
・
財
政
一
体
改
革
」
に

お
い
て
、
特
に
地
方
財
政
に
と
っ
て
重

要
と
思
わ
れ
る
の
は
、「
歳
出
改
革
等

の
考
え
方
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
等
と
し
て

頻
出
す
る
①
「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
」、
②
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」、

③
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
で
す
。
例
え
ば
、
①
に
は
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
積
極
的
な
活
用

が
、②
に
は
、地
方
交
付
税
制
度
に
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
導
入
が
、③
に
は
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
徹

底
が
そ
れ
ぞ
れ
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
つ
い

て
、
２
０
０
９
年
11
月
27
日
付
の
朝
日

新
聞
に
よ
れ
ば
、
高
知
で
運
営
さ
れ
て

い
た
病
院
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
契
約
解
除
す

る
、
す
な
わ
ち
、
直
営
に
戻
す
こ
と
に

よ
っ
て
年
間
２
億
円
程
度
コ
ス
ト
が
下

が
る
と
の
こ
と
で
す
。本
来
、同
じ
サ
ー

ビ
ス
で
あ
れ
ば
、
よ
り
安
く
提
供
で
き

る
は
ず
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ま

た
、
こ
れ
に
関
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
は
ど
の
よ
う
に
回
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
、
学
校
用
務
員
事
務
、

学
校
給
食
（
調
理
・
運
搬
）
庶
務
事
務
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
等
の
分
野
に
つ

い
て
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
地
方
交
付
税
は
、
標
準
的
な

行
政
経
費
を
保
障
す
る
目
的
で
一
般
財

源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

来
年
度
地
財
計
画
に
お
い
て
ほ
ぼ
前
年

度
並
み
の
金
額
が
確
保
さ
れ
て
い
る
中

に
あ
っ
て
は
、
何
ら
か
の
形
で
財
源
保

障
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
す
の
で
、
地
方

交
付
税
交
付
金
の
額
が
急
激
に
減
少
す

る
と
い
う
心
配
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

問
題
な
の
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革

と
称
し
て
闇
雲
に
自
治
体
の
外
へ
と

サ
ー
ビ
ス
を
追
い
や
ろ
う
と
い
う
発
想

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
＝
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の

ト
ッ
プ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
例

え
ば
、
学
校
給
食
を
自
校
で
地
産
地
消

や
食
育
も
意
識
し
つ
つ
地
元
の
原
材
料

で
供
給
す
る
取
組
は
、
立
派
な
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す

が
、
当
然
、
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す
。

こ
う
い
う
コ
ス
ト
の
か
か
る
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
が
意
図
的
に
除
外
さ
れ
、
た
だ

安
く
な
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
は
理
解
し

が
た
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
方
自
治
体
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て

は
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
な
い
と
、
あ

る
い
は
、
コ
ス
ト
を
下
げ
な
い
と
交
付

税
が
来
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
行
財
政
運
営
に
徹
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

繰
り
返
し
、
端
的
に
言
え
ば
、「
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
は
け
し
か
ら
ん
け
れ

ど
も
来
年
度
の
交
付
税
に
は
影
響
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

時
間
の
制
約
が
あ
る
中
で
す
の
で
、

来
年
度
政
府
予
算
に
つ
い
て
は
具
体
の

内
容
紹
介
の
よ
う
な
話
を
思
い
切
っ
て

省
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
図
表
２
が
主

要
経
費
別
の
予
算
の
内
訳
で
す
が
、
社

会
保
障
関
係
経
費
を
上
回
る
伸
び
率
で

防
衛
関
係
費
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
中
心
と
す
る

経
済
協
力
費
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
図
表
２
か
ら
、
公
共

事
業
関
係
費
が
ほ
ぼ
横
ば
い
、
中
小
企

業
対
策
費
、
食
料
安
定
供
給
関
係
費
は

マ
イ
ナ
ス
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
、
一
億
総
活
躍
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
対
策
と
い
う
観
点
よ
り
も
外
交
・
防

衛
、
人
へ
の
施
策
と
い
う
よ
り
も
施
設

整
備
中
心
と
い
う
意
図
が
見
え
隠
れ
す

る
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
の
予
算
に
お
い
て
目

立
っ
た
「
地
方
創
生
」
に
関
し
て
は
、

金
額
は
前
年
度
と
同
額
が
確
保
さ
れ
た

と
い
う
も
の
の
、
一
億
総
活
躍
の
ひ
と

つ
の
項
目
に
「
格
下
げ
」
さ
れ
た
印
象

が
否
め
ま
せ
ん
。
総
務
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
５
年
10
月
30
日
現
在
で

地
方
版
総
合
戦
略
を
全
市
町
村
に
お
い

て
策
定
済
な
の
は
、
全
国
で
富
山
県
と

鳥
取
県
だ
け
で
し
た
。
そ
の
意
味
で
、

富
山
県
内
市
町
村
は
「
優
秀
」
で
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
地
方
版
総
合
戦
略

は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
の

第
９
条
（
都
道
府
県
）、
第
10
条
（
市

町
村
）
に
基
づ
く
「
努
力
義
務
」
で
す
。

同
法
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
責
務

は
、
第
３
条
「
そ
の
地
方
公
共
団
体
の

区
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
主
的
な
施
策

を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
も
ご
留
意
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度

�

地
方
財
政
計
画
と
地
方
財
政

　

最
後
に
、
２
０
１
６
年
２
月
９
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
地
財
計
画
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、「
骨
太
」

の
注
記
に
よ
っ
て
「
経
済
・
財
政
再
生

計
画
」
に
お
い
て
も
地
方
の
一
般
財
源

総
額
が
実
質
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
ほ
か
、
図
表
３
に
あ
る
よ
う
に

新
た
に
設
け
ら
れ
た
重
点
課
題
対
応
分

に
つ
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
無
難
な
も

の
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

ま
ず
、
歳
入
面
に
関
し
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
総
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

「
平
成
28
年
度
地
方
財
政
計
画
の
ポ
イ

ン
ト
」
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
最
初
に

「
一
般
財
源
総
額
の
確
保
と
質
の
改
善
」

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

総
額
確
保
に
つ
い
て
は
触
れ
ま
し
た

が
、
地
方
税
が
増
収
と
な
る
中
、
原
則

と
し
て
そ
れ
に
見
合
っ
て
減
少
し
て
い

く
地
方
交
付
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
そ

の
減
少
幅
を
小
幅
に
と
ど
め
、さ
ら
に
、

「
質
の
改
善
」
と
し
て
、「
赤
字
地
方
債

で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を
大

幅
に
抑
制
」
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
臨
時
財
政
対
策
債

図表２　平成28年度予算主要経費別内訳� （単位：億円）

（注１）平成27年度予算は、平成28年度予算との比較対照のため、組替えをしてある。
（注２）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがある。
 （出所）財務省ウェブサイトより作成。

主要経費 27年度予算 28年度予算 増減額 増減率 備　　考

社 会 保 障 関 係 費 315,326 319,738 4.412 ＋1.4％ 27年度予算の一時的歳出の影響額等　
▲ 585億円

文教及び科学振興費 53,584 53,580 ▲ 4 ▲ 0.0％ 新型交付金への拠出　▲ 120億円

うち科学技術振興費 12,857 12,929 72 ＋0.6％

恩 給 関 係 費 3,932 3,421 ▲ 511 ▲ 13.0％ 受給者の減少に伴う自然減等　▲ 511億円

地方交付税交付金等 155,357 152,811 ▲ 2,547 ▲ 1.6％
地方税収の伸び等を反映。地方税・地方交付税
等の地方の一般財源総額について27年度と実質
的に同水準を確保。

防 衛 関 係 費 49,801 50,541 740 ＋1.5％ 中期防対象経費の増　＋386億円（＋0.8％）
SACO・米軍再編関係経費等の増　＋354億円

公 共 事 業 関 係 費 59,711 59,737 26 ＋0.0％

経 済 協 力 費 5,064 5,161 97 ＋1.9％

（参考）ODA 5,422 5,519 98 ＋1.8％

中 小 企 業 対 策 費 1,856 1,825 ▲ 31 ▲ 1.7％
景気回復に伴う信用補完関連予算の減　
▲ 18億円
新型交付金への拠出　▲ 51億円

エ ネ ル ギ ー 対 策 費 8,985 9,308 323 ＋3.6％ 温対税増税を踏まえた省エネ・再エネ等予算の
増　＋585億円

食料安定供給関係費 10,417 10,282 ▲ 135 ▲ 1.3％ 収入減少影響緩和対策移行円滑化交付金の減
▲ 385億円

そ の 他 の 事 項 経 費 61,379 61,193 ▲ 185 ▲ 0.3％

予 備 費 3,500 3,500 － －

合　計 728,912 731,097 2,185 ＋0.3％
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（
臨
財
債
）
は
こ
こ
で
は
質
の
悪
い
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
同
じ
総
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
臨
財
債
の
増
発
に
関
す
る
問
い
に
対

し
て
、「
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
発
に

よ
っ
て
、
各
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
性
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
従
来
の

評
価
と
正
反
対
で
す
。

　

な
お
、
臨
財
債
に
つ
い

て
、
２
０
１
６
年
度
の
発

行
見
込
額
は
３
兆
７
８
８ 

０
億
円
で
す
が
、
財
源
不

足
を
国
と
分
け
合
う
い
わ

ゆ
る
「
折
半
ル
ー
ル
」
の

対
象
額
は
２
７
４
７
億
円

に
過
ぎ
ず
、
地
方
の
財
源

不
足
を
埋
め
る
と
い
う
よ

り
は
、
こ
れ
ま
で
の
臨
財

債
の
元
利
償
還
の
た
め
に

発
行
さ
れ
る
と
い
う
性
格

が
色
濃
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
等
に
お
け
る
「
危
機
対

応
モ
ー
ド
」
と
し
て
導
入

さ
れ
て
き
た
地
方
交
付
税

の
別
枠
加
算
に
つ
い
て
は
、

税
収
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
以
前
の
水
準
に
ま
で
回

復
し
た
こ
と
等
を
受
け
、

「
平
時
モ
ー
ド
」
に
戻
す
観

点
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
の
平
時
モ
ー
ド
に
は
、
地
方
交
付

税
と
い
う
「
地
方
の
独
自
財
源
」
に
よ

り
地
方
自
治
体
の
一
般
財
源
保
障
に
つ
い

て
、
交
付
税
措
置
が
あ
る
と
は
い
え
、

臨
財
債
と
い
う
借
金
を
地
方
が
負
う
と

い
う
状
況
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
残
し
な
が
ら
国
の
負

担
軽
減
を
先
行
さ
せ
る
と
い
う
の
は
問

題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
一
般
行

政
経
費
の
重
点
課
題
対
応
分
（
２ 

５
０
０
億
円
）
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
①
自
治
体
情
報

シ
ス
テ
ム
構
造
改
革
推
進
事
業
（
１ 

５
０
０
億
円
）、
②
高
齢
者
の
生
活
支
援

等
の
地
域
の
く
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
の
推
進
（
５
０
０
億
円
）、
③
森

林
吸
収
源
対
策
の
推
進
（
５
０
０
億
円
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
論
か
ら
言

う
と
、
①
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
理
解

で
き
る
、
②
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
、
③
に
つ
い
て
は
、
理
解
は
で
き

る
け
れ
ど
問
題
が
あ
る
、
と
い
う
印
象

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
単
に
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
ク

ラ
ウ
ド
の
推
進
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

構
造
改
革
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
基

盤
に
な
る
住
基
ネ
ッ
ト
等
の
運
用
、
地

方
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
運
用
、

デ
ジ
タ
ル
方
式
に
移
行
し
た
消
防
救
急

無
線
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
い
っ
た
比
較

的
わ
か
り
や
す
い
経
費
を
措
置
す
る
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
導
入

が
任
意
で
導
入
状
況
に
差
が
あ
る
よ
う

な
経
費
に
関
し
て
は
個
別
算
定
で
は
な

く
包
括
算
定
に
盛
り
込
ま
れ
る
可
能
性

も
あ
り
そ
う
で
す
が
、
比
較
的
具
体
的

な
費
目
が
挙
が
り
や
す
く
、
ゆ
え
に
わ

か
り
や
す
い
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

次
に
、
②
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ

も
、
地
域
運
営
組
織
の
運
営
支
援
の
た

め
の
経
費
と
高
齢
者
等
の
く
ら
し
を
守

る
経
費
と
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
前

者
に
つ
い
て
、
地
域
運
営
組
織
に
関
す

る
説
明
等
も
記
載
は
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
国
的
に
設
立
さ
れ
て
い
る
も
の

で
も
な
さ
そ
う
な
こ
の
組
織
の
運
営
経

費
と
は
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

お
け
る
住
民
同
士
の
支
え
合
い
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
ど
の
よ
う
に
経
費
を

計
上
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
ぬ

ぐ
え
ま
せ
ん
。
地
域
運
営
組
織
の
設
立

が
い
つ
の
間
に
か
他
の
費
目
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

に
な
り
、
設
立
し
な
い
と
交
付
税
が
来

な
い
と
い
う
印
象
を
与
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
邪
推
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
③
に
つ
い
て
で
す
が
、
森

林
吸
収
源
対
策
の
重
要
性
は
論
を
待
た

な
い
し
、
理
解
も
で
き
ま
す
が
、
こ
の

背
景
に
は
、
与
党
税
制
改
正
で
議
論
に

な
っ
た
国
税
の
森
林
環
境
税
が
あ
る
よ

う
で
す
。
③
で
は
、
林
地
台
帳
の
整
備

や
森
林
所
有
者
の
確
定
、
林
業
の
担
い

手
対
策
、
間
伐
等
に
よ
り
生
産
さ
れ
た

木
材
の
活
用
等
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
富
山
県
に
お
い
て
も
「
水

と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
を
す
で
に
導
入

し
て
い
ま
す
が
、
都
道
府
県
単
位
で
主

に
均
等
割
を
超
過
課
税
す
る
こ
う
し
た

税
制
は
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
と
、
将
来
的
に
導
入
さ
れ
る
国
税
の

森
林
環
境
税
と
の
関
係
を
ど
う
整
理
す

る
か
は
非
常
に
大
き
な
課
題
で
す
。
す

で
に
、
市
町
村
を
対
象
と
し
た
補
助
事

業
を
展
開
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
た
め
、

国
税
の
導
入
に
よ
っ
て
、
地
方
に
よ
る

自
主
的
な
ア
イ
デ
ア
が
変
更
を
迫
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
の
他
、
給
与
関
係
経
費
は
全
体
で

ほ
ぼ
横
ば
い
（
51
億
円
減
）、
給
与
費

で
は
５
３
７
億
円
の
増
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
目
立
つ
の
は
、
義

務
教
育
教
職
員
の
計
画
人
員
の
削
減
で

す
。
ま
た
、歳
出
特
別
枠
に
つ
い
て
は
、

減
額
し
た
も
の
の
、
重
点
課
題
対
応
分

や
投
資
的
経
費
の
増
に
よ
っ
て
実
質
的

な
水
準
を
確
保
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
来
、
よ
り
現
実
的
で
客
観
的
（
法

律
で
は
合
理
的
、
且
つ
、
妥
当
）
な
水

準
を
示
し
て
総
額
は
確
保
さ
れ
る
べ
き

と
こ
ろ
で
す
が
、
削
減
圧
力
を
強
め
た

い
財
務
省
と
の
関
係
か
ら
歳
出
特
別
枠

と
し
て
計
上
し
た
も
の
を
一
般
行
政
経

費
に
取
り
込
み
つ
つ
一
般
行
政
経
費
に

対
す
る
削
減
圧
力
が
強
ま
っ
た
ら
、
新

た
な
歳
出
特
別
枠
を
確
保
し
て
い
く
と

い
う
手
法
は
当
面
、
や
む
を
得
な
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
と
め
に
代
え
て

　

冒
頭
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
２
０
１ 

６
年
度
に
関
し
て
は
比
較
的
無
難
で
あ

る
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
お
り
ま
す

が
、
２
０
１
７
年
度
は
、
消
費
税
の
動

向
に
よ
っ
て
地
方
財
政
計
画
等
が
大
き

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
動
き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
法
人
税
の
導
入
や
森
林

吸
収
源
対
策
の
推
進
（
そ
の
先
に
あ
る

国
税
の
森
林
環
境
税
）
の
よ
う
な
近
年

の
動
き
は
、
国
が
偏
在
是
正
に
か
こ
つ

け
て
地
方
の
法
人
課
税
に
手
を
突
っ
込

み
、
国
が
地
方
の
ア
イ
デ
ア
を
横
取
り

す
る
形
で
増
税
を
模
索
す
る
な
ど
、
地

方
間
の
対
立
を
煽
り
か
ね
な
い
も
の
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
方
自
治
体
相

互
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
に
踊
ら
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
冷
静
に
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

講演する其田研究員

図表３　2016年度地方財政収支見通しの概要（通常収支分）� （単位：億円、％）

（出所）「平成28年度地方財政計画資料」より作成。

歳　　入 歳　　出

項　目 2016年度（見込） 増減率 項　目 2016年度（見込） 増減率

地方税 387,022 3.2 給与関係経費 203,274 ▲ 0.0
地方譲与税 24,322 ▲ 9.4 一般行政経費 357,931 2.1
地方特例交付金 1,233 3.7 　うちまち・ひと・しごと創生事業費 10,000 0.0
地方交付税 167,003 ▲ 0.3 　うち重点課題対応分 2,500 皆増
国庫支出金 132,184 1.1 地域経済基盤強化・雇用等対策費 4,450 ▲ 47.3
地方債 88,607 ▲ 6.7 公債費 128,051 ▲ 1.1
　うち臨時財政対策債 37,880 ▲ 16.3 維持補修費 12,198 5.1
復旧・復興事業一般財源充当分 ▲ 79 投資的経費 112,046 0.9
全国防災事業一般財源充当分 ▲ 589 公営企業操出金 25,143 ▲ 1.0
使用料及び手数料 16,247 1.3 水準超経費 14,500 5.1
雑収入 41,643 2.3

計 857,593 0.6 計 857,593 0.6
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か
ら
「
は
い
」
と
の
答
え
を
得
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
組
合
は
契
約
社
員
の
組
合

員
化
を
図
り
、
賃
金
ア
ッ
プ
や
休
暇
制

度
の
改
善
を
要
求
し
実
現
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
非
正
規
社
員
の
正
社
員

登
用
制
度
の
導
入
や
退
職
金
支
給
を
目

指
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

「
仕
事
も
」「
賃
上
げ
も
」

�

正
規
と
非
正
規
が
一
緒
に

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
あ
る
大
手
ス
ー

パ
ー
の
組
合
で
は
、
組
合
結
成
当
時
か

ら
、
週
20
時
間
未
満
の
短
時
間
労
働
者

を
除
き
、
従
業
員
は
全
員
が
組
合
員
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
手
ス
ー
パ
ー
の

職
場
で
は
意
外
と
こ
の
よ
う
な
実
態
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
近
の
大
手
ス
ー
パ
ー
関

係
の
動
向
は
、
週
30
時
間
以
上
の
非
正

規
社
員
の
組
合
員
化
は
か
な
り
進
ん
で

い
る
の
で
、
現
在
は
、
週
20
時
間
以
上

の
非
正
規
社
員
が
非
組
合
員
で
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
が
組
合
員
化
を
進
め
て
い

る
と
い
う
状
況
が
多
い
で
す
。

　

流
通
の
現
場
で
は
６
割
近
く
が
非
正

規
労
働
者
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
職
場
の

組
合
員
の
人
た
ち
も
、
非
正
規
の
人
た

ち
と
一
緒
に
な
っ
て
仕
事
も
組
合
も

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
い
い
職
場
に

　

連
合
の
非
正
規
労
働
関
係
の
取
り
組

み
、
処
遇
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
話
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
連
合
全
体
と
し
て
は
、
２
０ 

０
１
年
に
「
パ
ー
ト
の
時
給
を
10
円
引

き
上
げ
る
」
と
い
う
、
春
季
生
活
闘
争

で
初
め
て
パ
ー
ト
賃
金
の
引
き
上
げ
を

方
針
化
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０ 

０
２
年
、
連
合
結
成
か
ら
10
年
を
経
過

し
て
、「
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
労
働

運
動
を
つ
く
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
連
合
評
価
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
０
３
年
、
そ
の
連
合

評
価
委
員
会
が
「
最
終
報
告
」
を
提
言

し
、
労
働
組
合
が
「
正
社
員
主
義
か
ら

脱
却
し
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
た
め
の

組
織
に
転
換
す
る
」
こ
と
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
み
ん
な
の
認

識
で
す
。
今
後
は
、
い
か
に
風
通
し
の

良
い
職
場
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
を
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
大
手
ス
ー
パ
ー

で
は
非
正
規
社
員
も
組
合
運
動
に
参
加

し
て
い
る
の
で
、
春
季
生
活
闘
争
で
も

み
ん
な
の
要
求
を
掲
げ
て
交
渉
を
行

い
、
今
年
は
賃
金
も
一
時
金
も
満
額
妥

結
に
至
る
な
ど
、
非
正
規
労
働
者
の
要

求
が
実
現
し
て
き
て
い
ま
す
。

最
多
は
「
セ
ク
ハ
ラ･

�

パ
ワ
ハ
ラ･

嫌
が
ら
せ
」
の
相
談

　

つ
ぎ
に
連
合
と
し
て
の
労
働
相
談
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
１
年
間

に
１
万
５
～
６
千
件
の
労
働
相
談
が
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
メ
ー
ル
相
談
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
他
に
は
テ
ー
マ
を
決
め
た

集
中
相
談
の
取
り
組
み
を
年
に
２
～
３

回
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
は
２
月
12
日（
木
）～
14

日（
土
）に
、「
パ
ー
ト
･
派
遣
･
契
約

社
員
の
労
働
相
談
駆
け
込
み
ダ
イ
ヤ

ル
」
と
い
う
非
正
規
労
働
者
を
中
心
と

し
た
集
中
相
談
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。春
季
生
活
闘
争
の
時
期
な
の
で
、

連
合
は
正
社
員
の
こ
と
し
か
や
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
方
も

「
職
場
か
ら
始
め
よ
う
運
動
」

�

を
推
進

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
て
、

２
０
０
６
年
、
春
季
生
活
闘
争
に
て

「
パ
ー
ト
共
闘
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
は
「
非
正
規
共
闘
会
議
」
と
い

う
も
の
に
発
展
し
、
こ
れ
に
は
す
べ
て

の
構
成
組
織
が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
２
０
０
７
年
に
は
連
合
「
非
正
規

労
働
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
２
０
１ 

０
年
春
季
生
活
闘
争
か
ら
は
「
職
場
か

一
部
に
は
あ
る
の
で
、
あ
え
て
こ
の
時
期

に
非
正
規
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
各

地
域
で
は
、
街
頭
に
て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

も
配
布
し
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
３
日
間
で
９
４
０
件
の
相
談

ら
始
め
よ
う
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。「
職
場
か
ら
始
め
よ
う
運
動
」と
は
、

◆
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

　

同
じ
職
場
・
同
じ
地
域
で
働
く
非

正
規
労
働
者
が
抱
え
て
い
る
問
題

を
、
自
ら
に
つ
な
が
る
課
題
と
し
て

捉
え
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

◆
組
合
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　

連
合
は
、
非
正
規
労
働
者
に
関
わ

る
政
策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
同
時
に
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
組
織
化
や
処
遇
改
善

に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
広
げ
て
い
く
こ

と
で
す
。
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、

同
じ
職
場
で
働
く
人
の
声
を
集
め
、

そ
こ
か
ら
職
場
全
体
に
共
通
の
課
題

を
導
き
出
し
、
解
決
に
向
け
て
行
動

が
あ
り
ま
し
た
。
例
年
１
０
０
０
件
程

度
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
回
は
非
正
規
労
働
者
か
ら
の

相
談
比
率
が
６
割
弱
（
58
・
９
％
）
で

し
た
。
通
常
は
４
割
程
度
で
す
。
そ
し

て
、
男
女
別
で
は
女
性
か
ら
の
相
談
が

富
山
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
第
44
回
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会
／
講
演

す
る
取
り
組
み
の
先
頭
に
立
て
る
の

は
、
労
働
組
合
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

製
造
業
で
は

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
糸
口

　

単
組
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
し
ま

す
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
傘
下
の
製
造
業
の
組
合
の

取
り
組
み
で
す
。
１
９
９
９
年
に
契
約

社
員
制
度
が
導
入
さ
れ
、
業
務
内
容
は

正
社
員
と
変
わ
ら
な
い
の
に
処
遇
に
は

大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
（
図
表
１
）。

　

こ
の
こ
と
に
組
合
執
行
部
が
疑
問
を

持
ち
、
２
０
０
６
年
、
組
合
は
契
約
社

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
賃
金
、
休
暇
、
労
働
時
間
、

正
社
員
化
、
男
女
差
別
な
ど
に
改
善
を

望
む
声
が
多
く
、
ま
た
、「
処
遇
改
善

が
可
能
で
あ
れ
ば
労
働
組
合
に
加
入
し

て
も
よ
い
か
」
と
の
問
い
に
は
、
80
％

連
合
本
部 

総
合
労
働
局
長

村
上　

陽
子 

さ
ん

非
正
規
労
働
者
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課
題
と

連
合
の
取
り
組
み  

Ⅱ

図表１　契約社員の主な処遇（1999年制度導入当時）

いいえ
20％

はい
80％

男女格差
8％

業務内容
8％

労働時間
12％

その他
15％

その他
4％正社員転換

8％

手当
12％

賃金
15％

賞与
23％

賞与及び
賃金
38％

賃金改善
23％

正社員化
19％

休暇
15％

処遇の改善が可能であれば、
労働組合に加入してもよいか？

改善を望む項目 不満を感じている内容

契約社員に対する組合アンケート（2006年）

項　目 契約社員 正社員
契 約 期 間 有期 無期

給　　　与

基本給 基本給
住宅地域手当 住宅地域手当

─ 家族手当
─ 資格役職手当
─ その他手当

賞　　　与 ２カ月（夏季・冬季） ５カ月（夏季・冬季）
昇　　　格 なし あり
退　職　金 なし あり
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く
者
が
弱
い
立
場
で
あ
る
と
い
う
本
質

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
』
の
で
は
な

い
か
、
と
現
状
に
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
正
規
社
員
だ
か
ら
強
く
、

非
正
規
だ
か
ら
弱
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。『
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、

働
く
者
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
自
分
の

労
働
力
だ
け
で
あ
り
、
お
金
は
な
く
、

何
で
も
解
決
で
き
る
万
能
な
頭
脳
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
』
と
い
う

働
く
者
の
置
か
れ
た
共
通
の
現
実
を
直

視
す
る
よ
う
指
摘
し
た
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
は
『
弱

い
が
ゆ
え
に
、
強
く
連
帯
し
強
く
協
力

す
る
こ
と
が
で
き
る
』
し
、
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
『
働
く
者
は
し
な
や
か
に
生

き
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
』
と
い

う
、
私
た
ち
が
歩
む
べ
き
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
た
め
に
は
『
労
働
組

合
が
社
会
的
に
強
い
存
在
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
』
し
、『
本
来
は
弱
い
者
で

あ
る
と
い
う
事
実
が
、
働
く
者
を
連
帯

さ
せ
る
結
節
点
で
あ
り
、
そ
の
結
節
点

が
強
い
労
働
組
合
の
原
点
』
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
終
報
告
」
は
、
労
働
組
合
が
正
社

員
主
義
か
ら
脱
却
し
、
す
べ
て
の
働
く
者

は
「
自
ら
が
弱
い
立
場
に
あ
る
労
働
者
で

半
数
以
上
（
52
・
４
％
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
相
談
内
容
で
一
番
多
か
っ
た

の
が
「
セ
ク
ハ
ラ
･
パ
ワ
ハ
ラ
･
嫌
が

ら
せ
」
問
題
で
し
た
。
特
に
女
性
の
非

正
規
労
働
者
か
ら
の
相
談
で
は
、
セ
ク

ハ
ラ
･
パ
ワ
ハ
ラ
や
嫌
が
ら
せ
問
題
が

群
を
抜
い
て
い
る
状
況
で
し
た
。
非
正

規
の
よ
う
な
立
場
が
弱
い
人
間
に
対
す

る
嫌
が
ら
せ
は
年
々
増
え
て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

続
い
て
は
雇
用
契
約
・
就
業
規
則
に

あ
る
」
と
い
う
本
質
的
事
実
（
結
節
点
）

を
再
認
識
し
て
、
正
規
・
非
正
規
を
問

わ
ず
連
帯
と
協
力
の
運
動
を
推
し
進
め
、

強
い
労
働
組
合
＝
労
働
組
合
が
社
会
的

に
強
い
影
響
力
を
持
つ
存
在
に
な
る
こ
と

を
提
言
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

一
部
の
貧
困
は

　
　

全
体
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る

　

ひ
と
り
の
問
題
を
、
個
人
の
問
題
と

せ
ず
に
、
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
捉
え

て
い
く
こ
と
が
非
正
規
問
題
の
原
点
で

あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
組

合
運
動
の
原
点
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題

は
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん
で
い

る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
決
し
て

個
人
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

上
司
と
部
下
の
関
係
が
、往
々
に
し
て
、

そ
の
会
社
全
体
の
風
土
で
あ
っ
た
り
、

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
で
あ
っ
た
り

し
ま
す
。

　

同
様
に
、
非
正
規
の
人
が
厳
し
い
環

境
に
あ
っ
た
り
、
一
時
金
が
無
い
の
は

「
当
た
り
前
」
だ
と
思
う
の
か
、
そ
れ

と
も
「
お
か
し
い
」
と
思
う
の
か
、
職

場
の
仲
間
の
意
識
の
問
題
で
す
。
職
場

で
起
こ
っ
た
問
題
は
、
個
人
の
問
題
で

は
な
く
全
体
の
問
題
な
ん
だ
と
い
う
視

点
を
確
認
す
る
取
り
組
み
が
、
今
、
進

関
す
る
問
題
や
解
雇
・
契
約
打
ち
切
り

問
題
、
不
払
い
残
業
問
題
な
ど
が
上
位

を
占
め
ま
し
た
（
図
表
２
）。
ま
た
、パ
ー

ト
労
働
者
の
場
合
は
、「
う
ち
に
年
休
は

な
い
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
の
年
次
有
給

休
暇
問
題
も
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

非
常
勤
労
働
者
の

　
　
「
駆
け
込
み
ダ
イ
ヤ
ル
」
事
例

◦
パ
ー
ト
労
働
者
…
パ
ー
ト
募
集
要
項

に
は
「
有
給
休
暇
あ
り
」
と
な
っ
て
い

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
70
年
以
上
前
の
１
９
４
４
年

に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
は
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
言
わ
れ
た
「
労
働
は
商
品
で
は

な
い
」
と
い
う
言
葉
は
有
名
で
す
が
、

同
じ
そ
の
宣
言
で
「
一
部
の
貧
困
は
、

全
体
の
繁
栄
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
文
字
通
り
、
一
部
の
問
題
を

放
置
し
て
い
れ
ば
、
全
体
に
と
っ
て
良

く
な
い
、
社
会
全
体
に
悪
影
響
を
与
え

る
、
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

最
近
、
若
者
の
離
職
率
の
高
さ
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
態
を
見
て

た
が
、
会
社
か
ら
「
パ
ー
ト
に
有
給
は

無
い
」
と
言
わ
れ
た
。〈
女
性
･
九
州

地
方
〉

◦
派
遣
社
員
…
派
遣
先
の
上
司
か
ら
罵

声
な
ど
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
。

派
遣
元
に
相
談
し
た
が
、
相
談
し
た
こ

と
が
派
遣
先
の
上
司
に
知
ら
れ
て
し
ま

い
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
悪
化
し
た
。〈
女
性

･
飲
食
宿
泊
業
･
関
東
地
方
〉

◦
契
約
社
員
…
会
社
か
ら
「
経
営
が
厳

し
く
な
っ
た
の
で
退
職
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
、
や
む
を
得
ず
了
解
し
た
。

し
か
し
、
職
場
の
仲
間
か
ら
新
し
い
事

務
員
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
。

〈
女
性
･
運
輸
業
･
北
海
道
〉

◦
臨
時
･
非
常
勤
職
員
…
妊
娠
が
分
か

り
、
上
司
に
引
き
続
き
働
く
意
思
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
、
産
休
に
つ
い
て
確
認

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
上
司
か
ら

「
退
職
し
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
。〈
女

性
･
公
務
･
関
東
地
方
〉

　

近
頃
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
等
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、「
パ
ー
ト
に
有
給
な
ん
か

在
る
わ
け
が
無
い
だ
ろ
う
」
な
ど
と
、

雇
用
主
が
法
律
違
反
を
平
気
で
口
に
す

る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
派
遣
労
働
で
は
、
結
局
、
派

遣
先
も
派
遣
元
も
ど
ち
ら
も
労
働
者
に

対
し
て
責
任
を
持
た
な
い
実
態
な
ど
が

み
る
と
、
組
合
の
組
織
率
が
低
い
産
業

別
の
離
職
率
の
高
さ
が
顕
著
で
す
。

　

い
わ
ば
「
組
合
の
無
い
職
場
は
働
き

に
く
い
」
実
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
組
合
組
織
率
の
低
下
に
伴
っ

て
社
会
全
体
と
し
て
「
働
き
に
く
い
職

場
」が
増
え
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

　

こ
れ
は
同
様
に
非
正
規
労
働
の
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。
全
国
の
職
場
に
労
働

組
合
を
つ
く
り
、
組
合
が
積
極
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
私
た
ち
も
皆
さ
ん
と

一
緒
に
引
き
続
き
こ
の
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
日
は

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
派
遣

先
、
派
遣
元
と
も
に
雇
用
者
責
任
か
ら

逃
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
臨
時
職
員

な
ど
で
は
、
産
休
な
ど
の
制
度
が
あ
る

こ
と
を
働
く
前
に
確
認
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
権
利
行
使
の
意
思
を
明
ら

か
に
す
る
と
、
退
職
を
事
実
上
強
要
さ

れ
る
状
況
な
ど
が
垣
間
見
え
て
い
ま
す
。

　

現
実
的
に
は
、
組
織
さ
れ
て
い
な
い

非
正
規
労
働
者
が
沢
山
い
る
わ
け
で
す

が
、
仮
に
非
正
規
労
働
者
が
組
合
に

入
っ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
職
場
に
組

合
が
あ
っ
て
相
談
で
き
る
形
が
あ
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
少
し
で
も
解

決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
自
分
の
職
場
の

非
正
規
労
働
者
に
目
を
向
け
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

弱
い
か
ら
こ
そ

　
　

強
く
連
帯
し
協
力
で
き
る

　

さ
て
、
集
約
的
に
お
話
し
し
た
い
こ

と
は
、
元
日
弁
連
会
長
の
中
坊
公
平
さ

ん
が
代
表
を
務
め
ら
れ
た
連
合
評
価
委

員
会
の
「
最
終
報
告
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
の
報
告
は
、
私
た
ち
は
『
豊
か
さ

を
享
受
す
る
う
ち
に
、
連
帯
や
協
力
な

ど
を
野
暮
っ
た
い
価
値
だ
と
軽
視
す
る

よ
う
に
な
っ
た
』、そ
れ
に
伴
っ
て
『
働

講演／非正規労働者の課題と連合の取り組み  Ⅱ

図表２
2015年2月12日㈭〜 14日㈯

パート・派遣・契約社員の労働相談駆け込みダイヤル

パート社員が主役になって会議を進める

常に風通しの良い職場づくりに努める

ある大手スーパーの労働組合

相談内容（上位）

１位 セクハラ・パワハラ・嫌がらせ

２位 雇用契約・就業規則

３位 解雇・退職強要・契約打ち切り

４位

不払い残業

休日手当て未払い

割増賃金未払い

５位 年次有給休暇
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「
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
」
と
は
？

　

あ
す
な
ろ
倶
楽
部
で
は
、
障
害
を
持

つ
方
々
と
一
緒
に
、
じ
ゃ
が
い
も
、
ト

マ
ト
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
多
く
の
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

春
先
か
ら
の
畝
作
り
か
ら
、種
ま
き
、

草
む
し
り
、
水
や
り
、
肥
料
や
り
、
そ

し
て
収
穫
・
販
売
ま
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。
生
き
物
を
育
て
て
い
る
の
で
、「
今

日
は
暑
い
か
ら
農
作
業
は
や
め
て
お
こ

う
！
」「
今
日
は
雨
だ
か
ら
や
め
て
お

こ
う
！
」
と
い
う
わ
け
に
は
な
か
な
か

い
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
お
盆
く
ら
い
は
ゆ
っ
く
り

休
み
た
い
！
」
と
い
う
わ
け
に
も
い
き

ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
き
ゅ
う
り
や
ナ
ス

が
と
て
つ
も
な
く
大
き
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
野
菜
が
病
気
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
り
…
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

昨
年
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
約
40

種
類
の
野
菜
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
耕

作
面
積
は
5
反
（
50
ア
ー
ル
、
５
０
０ 

０
㎡
）。
各
野
菜
１
反
、
じ
ゃ
が
い
も
３

反
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
１
反
。
支
援
員
は
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
種
ま
き
の
仕
方

や
雑
草
と
野
菜
苗
と
の
区
別
な
ど
を

個
々
人
に
指
導
し
、
見
守
り
を
し
な
が

ら
、
自
ら
も
畝
作
り
や
草
刈
り
な
ど
を

利
用
者
と
一
緒
に
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
・
Ｂ
型
事
業
所
っ
て
何
？

　

就
労
継
続
支
援
事
業
所
と
は
、
一
般

の
企
業
、
会
社
等
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
な
か
困
難
な
障
が
い
を
持
つ

人
々
が
就
労
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
事
業
所
で
す
。

　

支
援
と
は
就
労
の
機
会
の
提
供
お
よ

び
農
業
な
ど
生
産
活
動
を
通
じ
て
、
社

会
へ
参
画
で
き
る
機
会
を
少
し
で
も
多

く
す
る
た
め
に
、
知
識
、
一
般
常
識
、

礼
儀
や
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
作

業
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
訓
練
な
ど
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
供
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
訓
練
や
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

農
業
へ
の
こ
だ
わ
り
と
は
？

　
「『
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
』
は
、
あ
し
た

ね
ま
せ
ん
か
ら
。

　

特
に
夏
の
暑
い
と
き
は
大
変
で
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
水
分
補
給

を
し
体
調
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
灼
熱

の
太
陽
の
も
と
、み
ん
な
真
っ
黒
に
な
り
、

汗
と
土
に
ま
み
れ
な
が
ら
も
歯
を
食
い

し
ば
り
、
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

農
業
の
素
人
が
み
な
さ
ん
に

�
支
え
ら
れ
て

　

現
在
、
利
用
者
は
Ａ
型
が
３
人
、
４

月
か
ら
Ｂ
型
が
２
人
加
わ
り
５
人
と
ま

だ
ま
だ
小
さ
な
事
業
所
で
す
が
、
利
用

者
に
携
わ
る
支
援
員
は
、
農
業
経
験
は

ゼ
ロ
！
農
家
の
生
ま
れ
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
に
聞
い
た
り
、

農
家
の
方
々
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
栽

培
本
を
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
初
め
て

の
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、

は
ヒ
ノ
キ
に
な
ろ
う
！
…
と
い
う
お
っ

き
な
目
的
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
爽
や
か
な
風
！
を
感
じ
、
大
地
！

に
し
っ
か
り
と
足
を
つ
け
て
踏
ん
張

り
、
自
然
の
ぬ
く
も
り
、
恵
み
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
！
と
い
う
こ
と
で
基
本

作
業
は
『
農
業
』
な
の
で
す
。」（
あ
す

な
ろ
倶
楽
部
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）。

　

種
を
ま
き
、
芽
が
出
て
、
水
を
や
り
、

草
を
取
り
、
手
を
か
け
て
、
生
き
物
が

育
っ
て
い
く
過
程
を
実
感
す
る
喜
び
、

そ
し
て
収
穫
の
喜
び
。
人
と
対
面
し
、

販
売
・
収
入
を
得
る
喜
び
。
働
く
こ
と

の
喜
び
を
体
で
感
じ
て
欲
し
い
。
と
農

業
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

地
域
の
農
業
を

�

少
し
で
も
元
気
に
し
た
い
！

　

農
業
に
こ
だ
わ
る
の
は
も
う
一
つ
理

由
が
あ
り
ま
す
。農
業
に
元
気
が
な
い
。

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
。
こ
ん
な
現
象

を
見
て
、
農
業
を
元
気
に
す
る
、
地
域

を
元
気
に
す
る
こ
と
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
で
ど
れ
だ
け
の

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、「
障
が
い
を
持
つ

人
た
ち
も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
。
農

業
は
障
が
い
を
も
つ
み
な
さ
ん
を
元
気

に
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
農

業
の
見
直
し
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
あ
る

�

障
が
い
へ
の
バ
リ
ア
ー

　

知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
を
は
じ

め
障
が
い
を
持
つ
方
々
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
す
取
り
組
み
は
、
民
間
、
公
的

を
含
め
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
偏
見
は
残
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
手
帳
の
申
請
を
し
な
い
方

も
多
く
い
ま
す
し
、
障
が
い
の
あ
る
こ

と
を
隠
さ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
環
境

や
意
識
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
す
な

ろ
倶
楽
部
で
は
こ
う
し
た
バ
リ
ア
ー
を

取
り
除
い
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
取
り

組
み
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
へ
の

�

理
解
が
大
切

　

あ
す
な
ろ
倶
楽
部
で
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
こ
と

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
積
極
的
に
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
４
月
に
は

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
の
田
植
え

に
保
育
園
児
と
と
も
に
参
加
。
中
学
校

に
14
歳
の
挑
戦
を
受
け
入
れ
た
い
旨
申

し
入
れ
、
９
月
に
は
女
子
中
学
生
２
人

が
就
労
体
験
に
来
ま
し
た
。

　

そ
の
１
人
が
わ
ず
か
５
日
間
の
利
用

者
と
の
作
業
を
や
り
終
え
た
あ
と
に
ポ

ツ
リ
と
“
将
来
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

の
役
に
立
つ
よ
う
な
仕
事
に
つ
き
た
い

か
も
！
”
と
言
っ
て
く
れ
た
の
に
は
感

動
で
し
た
。

　

10
月
に
は
滑
川
ほ
た
る
い
か
マ
ラ
ソ

ン
に
出
店
、
利
用
者
と
そ
の
親
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
収
穫

し
た
じ
ゃ
が
い
も
で
コ
ロ
ッ
ケ
を
手
作

り
し
て
販
売
し
、
障
が
い
者
問
題
に
つ

農
作
業
で
就
労
を
め
ざ
し
ま
す
！

就
労
継
続
支
援
Ａ
型・Ｂ
型
事
業
所

「
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
」

■地域活動の紹介■

地域活動の紹介／農作業で就労をめざします！ 就労継続支援A型・B型事業所「あすなろ倶楽部」

富
山
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

農
林
部
会
長

あ
す
な
ろ
倶
楽
部
顧
問

藤
井　

宗
一
さ
ん

畑での作業

夏野菜の畑
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い
て
の
理
解
を
広
め
ま
し
た
。
同
様
に

11
月
に
は
野
菜
の
ト
ラ
ッ
ク
市
に
参
加

し
、
収
穫
野
菜
の
販
売
も
し
ま
し
た
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
滑
川
市
役
所

の
協
力
で
お
昼
の
時
間
に
市
役
所
内
で

収
穫
野
菜
の
販
売
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
週
間
の
取
り
組
み

と
し
て
、
滑
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
、
収
穫
野
菜
の
販
売
も
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
の
町
内
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
に
お
い
て
室
内
作
業
の
と
き

作
っ
て
い
る
エ
コ
バ
ッ
ク
づ
く
り
の
指

導
も
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
と
り
わ
け
気
を
付
け
て
い

る
の
は
、
や
は
り
畑
の
管
理
で
す
。
地

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ａ
型
・
Ｂ
型
の

両
方
を
や
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
個
別

指
導
が
必
要
な
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、
人
手
は

ど
れ
だ
け
あ
っ
て
も
足
り
な
い
状
況
で

あ
り
、
か
と
い
っ
て
、
も
と
も
と
補
助

金
を
い
た
だ
い
て
も
採
算
割
れ
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
以
上
人
を
雇
う
の
は
困

難
で
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
や
、
障
が
い
者
の
こ

と
に
対
す
る
理
解
を
広
め
る
こ
と
も
含

め
て
応
援
団
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
応
援
団
は
、
畑
作
業

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
協
力
、
知
恵
を
貸
し

て
い
た
だ
く
、
精
神
的
協
力
で
も
結
構

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
楽
し

く
元
気
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
は
、
利
用
者
の
適
性
、

�

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
労
を
！

　

今
、
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
の
は
農

業
で
す
が
、
農
業
以
外
の
就
労
に
適
し

て
い
る
人
や
農
業
以
外
で
関
心
が
あ
り

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
就
労
形
態
の
事
業
者
が
協

力
し
て
、
で
き
れ
ば
一
か
所
に
集
ま
り
、

障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
が
自
分
に
適
し

た
就
労
を
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

域
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
草
ぼ
う
ぼ
う
に

し
て
何
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
甘

え
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

　

４
月
か
ら
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
み
な
ら

ず
、い
ろ
い
ろ
研
修
会
も
自
ら
企
画
し
、

障
が
い
者
を
も
つ
家
族
や
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
方
々
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
も
推
し
進
め
て
い
ま

す
。

　

４
月
の
テ
ー
マ
は
「
障
害
者
基
礎
年

金
」
に
つ
い
て
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
事
業
を

�

始
め
た
の
？

　

こ
の
事
業
を
始
め
た
オ
ー
ナ
ー
は
、

滑
川
出
身
で
大
阪
で
会
計
士
事
務
所
を

し
て
い
る
方
で
す
。
彼
は
普
通
で
い
う

定
年
年
齢
も
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
何
か

地
元
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
農
業
に
元
気
が
な
い
こ
と
や
身
内

に
障
が
い
を
も
っ
た
人
が
い
た
こ
と
も

あ
り
、
農
業
に
こ
だ
わ
っ
た
障
が
い
者

の
就
労
支
援
を
し
た
い
と
こ
の
事
業
を

始
め
ま
し
た
。
北
村
施
設
長
は
そ
の
高

校
の
同
級
生
で
あ
り
、「
一
緒
に
や
ろ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
同
級
生
で
あ
り
、
農
業
を
営
ん

で
い
ま
す
し
、
他
に
も
同
級
生
が
い
ろ

い
ろ
な
形
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
団
塊

な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

自
治
研
運
動
に
よ
せ
て

　

富
山
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の

前
理
事
長
・
竹
川
愼
吾
さ
ん
（
富
山
大

学
名
誉
教
授
）は
、
３
つ
の「
自
治
研
」

と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

す
。
第
１
は
、
自
治
体
職
場
に
お
け
る

自
治
研
活
動
。
自
分
た
ち
の
公
務
労
働

の
意
義
、
住
民
に
向
け
た
活
動
に
な
っ

て
い
る
の
か
点
検
し
、
住
民
と
連
携
す

る
こ
と
。
第
２
は
、
自
治
研
セ
ン
タ
ー

の
活
動
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、

職
場
自
治
研
に
役
立
つ
情
報
や
知
識
を

提
供
す
る
の
が
本
来
の
活
動
。第
３
は
、

全
国
の
自
治
研
活
動
に
学
ぶ
こ
と
。
そ

し
て
、基
本
は
職
場
自
治
研
に
あ
る
と
。

　

あ
す
な
ろ
倶
楽
部
の
活
動
も
全
国
や

北
信
地
連
の
自
治
研
活
動
に
学
び
な
が

ら
、
職
場
自
治
研
と
の
接
点
も
模
索
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

の
世
代
で
す
か
ら
、
何
か
や
ろ
う
と
言

え
ば
、
協
力
し
て
く
れ
る
方
も
結
構
多

い
の
で
す
。

利
用
者
の
変
化

　

利
用
者
が
農
業
を
始
め
て
、
暑
い
夏

を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
わ
ず
か
ば
か
り
で

す
が
興
味
を
示
し
、
積
極
性
も
出
て
き

て
変
化
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
変
化
と
は
、
物
を
作
る
、
育
て

る
そ
し
て
収
穫
の
喜
び
を
わ
ず
か
な
が

ら
で
も
知
っ
た
、
感
じ
始
め
た
時
か
ら

で
す
。
私
の
目
か
ら
み
て
も
農
作
業
に

携
わ
る
意
識
が
変
わ
っ
た
の
を
感
じ
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
野
菜
販

売
で
は
大
き
な
声
も
出
る
よ
う
に
な

り
、
積
極
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

な
に
よ
り
も
畑
に
い
る
と
き
が
明
る

く
、
楽
し
そ
う
な
の
が
大
き
な
収
穫
！

で
す
。

応
援
団
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を

�

作
り
た
い

　

今
日
ま
で
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
や

市
役
所
農
林
課
、
福
祉
課
、
そ
し
て
地

域
の
人
々
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
冬
場
で
も
農
業
が
で
き
る
よ

う
に
ハ
ウ
ス
を
作
り
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

●
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
／
連
絡
先

滑
川
市
上
小
泉
１
２
０
２
番
地
１

�

（
パ
ス
タ
隣
）

電

話

０
７
６
─
４
１
１
─
９
０
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
６
─
４
１
１
─
９
０
０
９

平

日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

地域活動の紹介／農作業で就労をめざします！ 就労継続支援A型・B型事業所「あすなろ倶楽部」

深層水フェスタでコロッケ販売保育園児と一緒にさつまいも掘り

滑川市役所での販売
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学
校
給
食
の
歴
史
的
特
徴

■
貧
困
対
策
か
ら
教
育
の
一
環
へ

　

１
８
８
９
年
、
山
形
県
鶴
岡
町
に
て

貧
困
・
欠
食
児
童
対
策
と
し
て
始
ま
っ

た
学
校
給
食
は
、
そ
の
後
、
大
都
市
圏

や
全
国
に
ひ
ろ
が
り
、
１
９
５
４
年
に

「
教
育
の
一
環
」
と
し
て
の
位
置
付
け
の

も
と
に
学
校
給
食
法
が
制
定
さ
れ
、
自

ど
も
」
で
は
な
く
「
大
人
の
都
合
」
で

し
た
。
こ
れ
が
学
校
給
食
の
歴
史
が
持

つ
最
大
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
主
役
の
給
食
を

■
幅
を
利
か
せ
る
ト
ラ
ッ
ク
配
送
給
食

　

こ
の
よ
う
な
政
策
を
政
府
・
文
部
科

学
省
が
推
し
進
め
る
中
で
、
現
在
、
多

く
の
自
治
体
に
お
い
て
は
調
理
業
務
の

合
理
化
・
民
営
化
が
進
ん
で
お
り
、
学

校
給
食
も
巨
大
調
理
工
場
か
ら
の
ト

ラ
ッ
ク
配
送
給
食
が
我
が
物
顔
で
幅
を

利
か
せ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
学
校
内
に
設
置
さ
れ
た
給
食

室
で
、
調
理
員
が
教
室
に
い
る
子
ど
も

た
ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
自

ら
包
丁
を
手
に
し
て
、
野
菜
、
お
魚
、

お
肉
な
ど
の
食
材
そ
の
も
の
か
ら
手
作

り
で
調
理
を
行
う
姿
は
、
極
め
て
少
な

治
体
な
ど
の
設
置
者
に
、
そ
の
運
営
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
義
務
法
で
は
な
く
奨
励
法

　

し
か
し
１
９
５
４
年
に
制
定
さ
れ
た

学
校
給
食
法
は
、「
義
務
」
法
で
は
な

く
「
奨
励
」
法
と
し
て
制
定
さ
れ
、
以

降
、
学
校
給
食
は
歴
史
的
に
行
政
改
革

の
矢
面
に
立
た
さ
れ
、
つ
ね
に
合
理
化

推
進
の
主
要
な
対
象
業
務
に
挙
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
直
営
に
よ
る
自
校
調
理

方
式
→
自
治
体
直
営
に
よ
る
共
同
調
理

場
方
式
→
共
同
調
理
場
運
営
の
民
営
化

推
進
→
集
団
食
中
毒
な
ど
の
大
量
発
生

→
自
校
調
理
方
式
の
民
営
化
な
ど
も
一

部
で
は
併
せ
て
推
進
→
給
食
業
務
全
体

の
民
間
委
託
へ
の
移
行
、
民
間
活
力
導

入
と
し
て
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
や
選
択
制
と

い
う
名
に
よ
る
学
校
給
食
の
一
部
廃
止

な
ど
、
言
わ
ば
人
員
削
減
・
コ
ス
ト
削

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■
手
作
り
に
よ
る「
愛
情
給
食
」を
実
践

　

高
岡
市
は
県
西
部
に
位
置
す
る
人
口

17
万
人
の
市
で
す
。
こ
の
高
岡
市
で
は

市
直
営
の
自
校
給
食
室
に
て
、
調
理
員

が
主
導
す
る
─
①
化
学
調
味
料
を
排
除

し
、
出ダ

汁シ

は
煮
干
し
、
鶏
が
ら
、
昆
布

な
ど
の
天
然
素
材
を
用
い
る
。
②
先
割

れ
ス
プ
ー
ン
な
ど
を
早
期
に
廃
止
し
、

本
来
の
箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
食
器
を

使
用
す
る
。
③
添
加
物
問
題
を
含
め
、

冷
凍
食
品
な
ど
の
既
成
食
品
の
使
用
を

極
力
避
け
る
。
④
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど

の
素
材
そ
の
も
の
か
ら
手
作
り
で
調
理

す
る
─
な
ど
の
「
愛
情
給
食
」
を
40
年

以
上
に
わ
た
っ
て
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

■
給
食
の
劣
化
に
は
み
ん
な
で
反
対

　

手
作
り
給
食
の
延
長
線
上
と
し
て
、

そ
の
時
々
の
大
人
の
都
合
で
は
な
く

「
学
校
給
食
の
主
役
は
子
ど
も
た
ち
」

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
給
食
の

実
施
方
法
、
食
材
選
び
や
調
理
方
法
選

択
の
中
心
に
据
え
る
と
、
政
府
・
文
部

科
学
省
が
推
進
し
て
き
た
学
校
給
食
方

針
と
、
現
場
は
異
な
る
意
見
と
な
る
と

き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

高
岡
市
に
お
い
て
も
旧
文
部
省
通
知

を
基
本
と
し
た
合
理
化
、
大
型
共
同
調

減
の
対
象
と
し
て
、
つ
ね
に
推
移
・
変

遷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

■
大
人
の
都
合
が
色
濃
く
反
映

　

ま
た
、
学
校
給
食
は
そ
の
「
実
施
方

法
」
だ
け
で
は
な
く
、「
給
食
内
容
」

そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
米
国
か
ら
の

大
量
輸
入
政
策
に
対
応
し
た
戦
後
の
学

校
「
パ
ン
給
食
」
の
実
施
や
、
給
食
時

に
お
け
る
「
脱
脂
粉
乳
」
の
大
量
消
費
、

日
本
に
お
け
る
「
古
々
米
」「
米
あ
ま

り
」
対
策
の
一
環
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

学
校
給
食
に
お
け
る
「
米
飯
給
食
」
の

積
極
推
進
な
ど
が
象
徴
的
で
あ
る
よ
う

に
、「
子
ど
も
た
ち
の
健
康
」
や
「
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
給
食
と

は
」
と
い
う
議
論
が
そ
の
中
心
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
財
政
状
況

や
政
治
的
な
都
合
を
色
濃
く
反
映
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
学
校
給
食
の

歴
史
的
主
役
は
、
そ
れ
を
「
食
べ
る
子

理
場
化
（
１
９
７
５
年
～
）
や
民
間
委

託
化
（
１
９
９
１
年
～
）
な
ど
の
波
が

当
然
に
も
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
度
に
学
校
調
理
員
が

「
学
校
給
食
の
劣
化
を
招
く
」「
子
ど
も

た
ち
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
に
」
と

し
て
、
給
食
を
守
る
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
取
り
組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

無
論
、
高
岡
市
職
労
や
組
織
内
議
員
な

ど
も
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た

が
、
現
場
の
調
理
員
の
皆
さ
ん
が
そ
の

取
り
組
み
の
中
心
に
存
在
し
た
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
し
た
。

■
市
内
各
地
で
手
作
り
給
食
を
実
演
し

ア
ピ
ー
ル

　

自
分
が
住
む
町
の
公
民
館
な
ど
で
、

調
理
員
が
大
型
共
同
調
理
場
か
ら
の
ト

ラ
ッ
ク
配
送
給
食
と
自
校
給
食
室
に
て

手
作
り
で
つ
く
っ
た
実
際
の
給
食
内
容

の
「
違
い
」
を
実
演
・
ア
ピ
ー
ル
し
、

保
護
者
や
地
域
市
民
の
理
解
を
得
て
き

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
大
量
の
ほ
う
れ
ん
草
を
機

械
処
理
し
た
場
合
と
、
少
量
ず
つ
手
で

絞
っ
て
手
切
り
に
し
た
場
合
の
細
胞
の

破
壊
の
仕
方
、食
感
や
栄
養
価
の
違
い
。

ま
た
、
焼
き
そ
ば
等
は
ソ
ー
ス
味
の
そ

ば
団
子
に
近
い
異
質
な
食
物
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
ご
は
ん
、
味
噌

汁
、
焼
き
魚
、
サ
ラ
ダ
等
な
ど
…
。
さ

ら
に
出
来
立
て
の
食
卓
と
調
理
し
て
か

ら
２
時
間
程
度
も
時
間
が
経
過
し
た
工

場
配
送
給
食
の
違
い
は
、
そ
の
見
栄
え

ば
か
り
で
は
な
く
内
容
的
に
も
、
ま
さ

に
「
一
目
瞭
然
」
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
調
理
員
の
努
力
は
、「
よ

り
よ
い
学
校
給
食
を
進
め
る
高
岡
市
民

職場活動の紹介／全小学校に直営自校方式の給食を実現 ─手作り給食を追求する仲間─

　

全
小
学
校
に
直
営
自
校
方
式
の
給
食
を
実
現

　
　
　
　
　
─ 

手
作
り
給
食
を
追
求
す
る
仲
間 

─  

富
山
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
　
副
理
事
長
　

安
念　

義
孝

■�

職
場
活
動
の
紹
介�

■

貧困対策から教育の一環としての学校給食へ（写真提
供：独立行政法人日本スポーツ振興センター）

明治22年に山形県で貧困児童を対象に実施したのが
給食の起源とされる。おにぎり・塩鮭・漬物（写真提供：
独立行政法人日本スポーツ振興センター）

食材から直接手作りによる食事をつくる

市内各地で自校調理と大型共調方式の給食試食会を実施

　

今
日
、
学
校
給
食
を
取
り
ま
く

環
境
は
、
巨
大
調
理
工
場
か
ら
の

ト
ラ
ッ
ク
配
送
給
食
が
幅
を
利
か

せ
、
各
学
校
の
給
食
室
で
調
理
員

が
食
材
か
ら
直
接
調
理
を
行
う
姿

は
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

高
岡
市
で
は
、
市
内
26
小
学
校
の

全
て
に
お
い
て
、
直
営
自
校
調
理

方
式
に
よ
る
学
校
給
食
が
40
年
ぶ

り
に
実
現
し
ま
し
た
。

保護者・市民の会などが市庁舎へ座り込みで訴え
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て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
食
は
命
で
あ
る
」
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
こ
の
取
り

組
み
は
市
職
労
の
「
反
合
理
化
闘
争
」

で
あ
る
と
同
時
に
、
学
校
調
理
職
場
の

仲
間
に
よ
る
地
道
な
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
健
康
と
命
を
守
る
活
動
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

１
９
７
５
年
（
昭
50
）
に
、
高
岡
市

内
の
３
小
学
校
給
食
の
共
同
調
理
場
化

が
実
施
さ
れ
て
か
ら
40
年
の
年
月
が
経

過
し
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

民
間
業
者
が
運
営
す
る
大
型
共
同
調
理

場
か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
配
送
給
食
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
残
り
最
後
の
２
小
学

校
の
給
食
が
、
２
０
１
５
年
４
月
よ
り

直
営
自
校
方
式
の
給
食
へ
切
り
替
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
岡
市
内
の
26
小
学

校
は
、
す
べ
て
市
直
営
の
自
校
調
理
方

式
に
よ
る
愛
情
あ
ふ
れ
る
手
作
り
給
食

が
実
現
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
自
治
研
活
動
が
人
員
確
保
に
も
大
き

な
力

　

ま
た
、
高
岡
市
の
小
学
校
に
お
い
て

は
配
置
基
準
に
も
と
づ
く
調
理
員
は
、

基
本
的
に
す
べ
て
正
規
職
員
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
高
岡
市
の
調
理
員
が
実
践

し
て
い
る
「
当
た
り
前
の
学
校
給
食
」

と
同
じ
も
の
を
、
民
間
業
者
へ
の
委
託

や
パ
ー
ト
職
員
な
ど
で
行
お
う
と
す
れ

ば
、
直
営
よ
り
も
巨
額
な
資
金
（
複
雑

で
高
水
準
の
諸
設
備
・
施
設
や
熟
練
労

働
者
の
人
材
育
成
等
）
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
な
ど
も
背
景
に
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
調
理
員
の
日
常
活
動

（
自
治
研
活
動
）
が
人
材
確
保
の
観
点

か
ら
も
生
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
に
１
９
９
１
年
に
惹
起
し
た
同
市

の
中
学
校
給
食
の
民
営
化
問
題
の
と
き

の
会
」（
保
護
者
等
）
と
い
う
市
民
団

体
の
結
成
や
市
及
び
市
議
会
へ
の
独
自

申
し
入
れ
、
市
内
で
学
校
給
食
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
、
時
に
は
市
民
へ
の
ア

ピ
ー
ル
行
動（
市
庁
舎
前
で
座
り
込
み
、

市
内
提
灯
デ
モ
）
や
「
市
直
営
」「
自

校
方
式
」
を
求
め
る
６
万
筆
を
超
え
る

市
民
署
名
行
動
（
市
長
･
市
議
会
宛
）

な
ど
と
な
っ
て
表
れ
ま
し
た
。

献
立
内
容
も
労
使
協
議
の

�

主
要
課
題

■
現
場
の
声
を
「
献
立
検
討
」
な
ど
に

反
映

　

高
岡
市
で
は
恒
常
的
に
「
献
立
検
討

委
員
会
」
に
て
、
調
理
員
代
表
と
教
育

委
員
会
が
給
食
内
容
に
つ
い
て
協
議
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
各
地
域
の
学
校
長
代
表
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
代
表
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
に
入
る
文
科

省
・
教
育
委
員
会
が
主
導
す
る
既
成
の

「
献
立
検
討
委
員
会
」
と
は
別
に
、
職
員

側
の
要
望
に
よ
り
高
岡
市
が
独
自
に
新

た
に
つ
く
っ
て
加
え
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

学
校
現
場
の
調
理
員
代
表
（
学
校
規

模
別
に
７
人
程
度
）
と
教
育
委
員
会
の

給
食
実
務
担
当
者
が
、
献
立
内
容
、
調

理
方
法
や
問
題
点
な
ど
を
具
体
的
に
協

議
し
、
現
場
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
シ

に
、
当
時
の
市
長
は
、
財
政
面
で
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、

「
財
政
問
題
で
は
な
い
、
民
営
化
す
る
こ

と
自
体
が
大
切
な
の
だ
」
と
本
音
と
も

思
え
る
言
辞
を
吐
露
し
物
議
を
醸
し
ま

し
た
。
学
校
給
食
の
主
人
公
の
存
在（
子

ど
も
た
ち
）
を
忘
れ
た
発
言
で
し
た
。

給
食
は
現
代
の

�

子
ど
も
に
と
っ
て
「
命
綱
」

■
崩
壊
す
る
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活

　

社
会
的
に
残
業
を
含
め
た
労
働
時
間

が
長
く
な
り
、
か
つ
共
働
き
家
庭
が
増

え
て
い
る
今
日
的
現
実
の
中
で
、
朝
食

抜
き
の
子
ど
も
た
ち
が
増
大
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夕
食
内
容
の
多
く
が
半
加

工
食
品
や
既
製
品
で
あ
っ
た
り
、
外
食

や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
済
ま
せ
る
家

庭
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、年
々
上
昇
す
る
日
本
の「
子

ど
も
の
貧
困
率
」は
現
在
で
は
16
・
３
％

（
約
３
２
６
万
人
）
に
も
達
し
、
実
に

６
人
に
１
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
飢

え
と
同
居
と
指
摘
さ
れ
る「
貧
困
生
活
」

に
あ
え
ぐ
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
平
均
す
る
と
各
ク
ラ
ス
に
５
～
６

人
も
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

言
わ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
当

ス
テ
ム
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
、

給
食
内
容
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
常
的
に
は
、
市
職
労
の
学

校
調
理
員
部
会
役
員
と
教
育
委
員
会
が

「
労
使
協
議
」
の
場
を
持
ち
、
給
食
内

容
や
学
校
給
食
職
場
の
問
題
点
の
改
善

に
む
け
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
全
員
参
加
の
自
主
研
修
で
研
鑽
を
重

ね
る

　

さ
ら
に
、
学
校
調
理
員
部
会
は
教
育

委
員
会
が
主
催
す
る
研
修
以
外
に
、
夏

季
期
間
な
ど
に
全
調
理
員
を
対
象
と
し

た
自
主
的
な
共
同
研
究
の
場
を
設
け
、

例
え
ば
「
煮
干
し
は
ど
の
よ
う
に
切
っ

た
ら
、
ま
た
は
割
っ
た
ら
美
味
し
い
出

汁
が
と
れ
る
の
か
」「
煮
物
は
ど
う
し

た
ら
よ
り
美
味
し
く
で
き
る
の
か
」
な

ど
の
具
体
的
な
テ
ー
マ
に
よ
る
研
究
活

動
を
行
い
、
毎
年
、
研
鑽
を
積
み
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
40
年
以
上
も

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
頃
で
は
調
理
員
が
お
昼
の

食
事
時
間
に
「
教
室
」
へ
出
向
き
、
調

理
員
が
つ
く
っ
た
パ
ネ
ル
や
写
真
な
ど

を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い

る
食
事
の
素
材
の
生
い
立
ち
や
作
り
方

な
ど
の
説
明
や
関
連
の
話
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
先
生
の
話
で
は
な
く
、

実
際
に
今
自
分
が
食
べ
て
い
る
食
事
を

た
り
前
の
「
食
生
活
が
崩
壊
」
し
つ
つ

あ
る
の
が
、
大
人
た
ち
が
目
を
逸
ら
せ

て
は
な
ら
な
い
今
日
的
な
現
実
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
代
に
お
け
る
学
校

給
食
は
、
ま
さ
に
子
ど
も
た
ち
の
健
康

と
生
命
を
ま
も
る
「
命
綱
」
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

現
場
で
働
く
仲
間
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
日
常
不
断
の
努
力
、
保
護
者
や
市

民
団
体
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
広
範
な

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
と
高
い
問
題
意

識
、
行
革
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
厳
し
い

情
勢
下
に
お
け
る
市
当
局
の
英
断
な

ど
、
こ
れ
ら
の
絆
が
結
び
合
っ
て
高
岡

市
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
「
手
作
り
給
食
」

が
育
ま
れ
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
未
来
に
向

け
て
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

つ
く
っ
た
人
の
話
で
す
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
集
中
し
て
耳
を
傾
け
、
大
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。「
食
育
」
の
一
環

と
し
て
も
極
め
て
有
効
性
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
果
、
今
日
で
は
、
手
作
り
や
安
全

な
天
然
素
材
の
使
用
な
ど
は
無
論
の
こ

と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
か
な
対

応
も
含
め
て
「
全
国
・
全
県
で
一
番
の

学
校
給
食
」
と
内
外
か
ら
評
せ
ら
れ
る

に
至
り
ま
し
た
。

■
40
年
ぶ
り
に
全
小
学
校
給
食
が
直
営

自
校
方
式
に

　

40
年
余
に
わ
た
る
一
連
の
高
岡
に
お

け
る
「
学
校
給
食
」
に
関
す
る
取
り
組

み
は
、
今
日
ま
で
高
岡
市
職
労
の
「
反

合
理
化
闘
争
」
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

職場活動の紹介／全小学校に直営自校方式の給食を実現 ─手作り給食を追求する仲間─

昼食時間に教室で調理員が給食の話を行う
保護者・地域住民・市教委・労働者が一体となっ
て愛情給食が

全小学校に給食室が整備された
ことを伝える地元紙（2016.1.19富
山新聞） 1975年に3小学校給食が共同調理方式へ移行 6万人を超える市民の請願署名を市及び市議会へ提出 全中学校給食の直営自校方式を求めて運動が広がる 「提灯デモ」で繁華街へ繰り出しアピール
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参加者・レポート募集中

宮城自治研
　「創ろう、市民自治のゆたかな社会」をメインテーマとして、「第36回地方自治研究全国集会」(宮城自治研)
が宮城県仙台市で開催されます。
　全国集会では、自治体行政や地域政策に関する実践活動のレポートや研究論文の募集を広く呼びかけ、各
分科会のテーマごとに議論を深める資料としてきました。宮城自治研につきましても、現在、集会参加者と
レポートを募集しています。

●記念講演 「宮城の未来、復興へのまちづくり(仮)」
 東北大学大学院経済学研究科　教授　地域計画担当　増田　聡さん

●パネルディスカッション 「希望の光を地域から
� 〜若者も高齢者もいきいきとくらせるまちづくり」
 コーディネーター　大江　正章さん（コモンズ代表）

第36回地方自治研究全国集会　開催プログラム

第1
分科会

　�～生きる～「いのち」を育む・いかす、
支えあう

　市場経済最優先社会が、格差・貧困を生み、「いのち」
の尊厳を脅かしています。
　足元から格差・差別・貧困を解消し、「いのち」の尊
厳を守る社会を創りだすにはどうすべきか探ります。
オススメ  地域で格差・差別・貧困解消にむけ取り組

んでいる人

第３
分科会

　 石巻に虹を架けよう！　～被災地の今を
見る、知る、触れる、考える～

　東日本大震災から５年がたち、被災地はどう変わっ
たのか、変わらないのか。
　石巻のフィールドワークを通じて被災地の「住民生
活やコミュニティ」、「なりわい(産業)の再生」、「自治
体職員や全国からの応援職員」の「今」を見て・聞いて・
体感する分科会です。
オススメ  被災地の現状を見たい人

第２
分科会

　
～生きる～「いのち」を守る

　いのちを支えるために必要な、エネルギー、安全な
食料・水循環、平和等で、国と地域住民の対立が、国
内各地で鮮明化しています。
　「いのち」の尊厳を守るために、東日本大震災の教訓
や沖縄の反基地闘争から、地方自治は何をすべきか考
えます。
オススメ  環境・エネルギー・基地問題などの課題に

取り組んでいる人

第４
分科会

　 安全な場所・逃げる場所ってどこなの？
～防災を知ろう～

　策定された防災計画は有効な計画であるのか？　そ
れを支える多様なコミュニティはあるのか？　それが
機能する日頃の連携は図られているのか？
　事例などを通じて住民・行政・組合それぞれの視点
で討論します。
オススメ  地域で防災に取り組んでいる人

10月15日㈯　9：00〜16：00　仙台市内各会場２日目 テーマ別分科会

10月14日㈮　10：00〜17：00　仙台サンプラザホール１日目 全 体 集 会

☆宮城自治研レポート募集中☆
　宮城自治研では、議論を深めるため、自治体行政や地域
政策に関する実践活動のレポートや研究論文を、自治労組
合員をはじめとして地域公共サービス関係者や市民、地域
の研究者など幅広く募集しています。寄せられたレポート・
論文は第13回地方自治研究賞の審査対象となります。
　レポートは、6,000字、図表資料等を含めて１万字以内、
論文は、8,000字、図表資料等を含めて１万字以内でお願
いします。提出期限は、第１次締切が７月22日(金)、最終
締切は８月10日(水)です。所属の組合・自治労県本部を経
由して応募してください。
　レポート・論文報告用紙は、自治研ホームページからダ
ウンロードしてお使いいただけます。

〈自治研HP〉
http://www. jichiro. gr. jp/jichiken/index.html

第５
分科会

　 まちムラの見方「見えているもの」と「見え
ていないもの」～下を向いて歩こう♪～

　消滅でも創生でもない、「足元」の議論をしていくために
は、私たちが、地域を知り、探り、まちムラの新たな魅力
を再発見していくことが必要です。
　本分科会では、まち歩きを通じて、その「視点」や「思考」
を身につけることをめざします。
オススメ  自分のまちムラには何もないと思っている人

第７
分科会

　�若者力は無限大∞～若者が作り出すまちづ
くり～

　自治体職員(若手職員)が自主性・主体性を持ち、地域と
関わり「魅力ある町」にするために進めている活動や、後
継者不足などにより衰退している一次産業や伝統文化・芸
能を盛り上げるため若者が地域活性化の一役を担う事例を
共有します。
オススメ  若者の力をまちづくりに生かしたい人

第９
分科会

　 QOD（Quality�of�Death）を迎えるために
～地域でできること～

　平均寿命が世界一である一方、孤立死が増加するなど、
「死」について考える機会が増えました。
　「自分らしい死に方」を見つけるために、地域はどう関わっ
ていけばよいのか、「行政はどう支援していけるのか、各分
野間の連携等について探求します。
オススメ  地域包括ケアって具体的に何をすればいいの？

と悩んでいる人

第11
分科会

　 じちけん入門 !! ～じちけんから始まる組合活
性化～

　机を離れ、地元で頑張っている人とゆっくり街を歩くこ
とで、見えてくる活動のヒントがあるはず。これはおもし
ろい。
　このような体験を通して、実は 楽゙しいじちけん(自治研) ゛
を知ってもらう。
オススメ  単組活動の活性化をはかりたい、自治研に挑戦

してみたい人

第13
分科会

　 ＵＮＤＥＲ35「おさんぽカフェ」～点線のつ
ながり～

　「つながり」が優先。難しい議論や活動はしません！
　参加者同士がゆるくつながってほしいという願いから交
流をメインに企画しました。この企画で何かが生まれるか
もしれないし、この企画が終わった後に生まれるかもしれ
ないし、それはわかりません。この企画が有意義に過ごせ
るよう共につくっていきましょう！
オススメ  全国の参加者とゆるくつながりたい人

第６
分科会

　�復興・再興・新興！！～消滅でも創生でもない
地域づくり～

　全国で「人の高齢化」と「まち(インフラ)の高齢化」が
同時に進む中、まちやムラを俯瞰しながら、地域の復興・
再興・新興をめざして議論します。
　「そこに住む人の営み」を軸として、希望を紡ぐ持続可能
な地域づくりをみんなで考えていきましょう。
オススメ  広い視野でまちムラを俯瞰し、希望ある地域づ

くりを語り合いたい人

第８
分科会

　
地域の子育て力が豊かな地域社会をつくる

　「子どもの貧困」が社会問題となる中、市民的サポートの
ひとつとして「子ども食堂」が全国に生まれつつあります。
　このような子ども、親、子育てを支える様々な取り組みに
より、豊かな地域社会をいかにして作りだすかを考えます。
オススメ  子どもの貧困に関心のある人

第10
分科会 　公共交通は誰のもの？　みんなのもの！！

　交通政策基本計画や関連法の改正により、地域の公共交
通に関するマスタープランづくりにおける、自治体の役割、
責任が明確となりました。
　誰もが利用しやすい地域公共交通をどのように維持・構
築していくか、先進事例を通じて考察します。
オススメ  地域公共交通に関心のある人

第12
分科会

　 ほんとうの住民協働とは？　～地元スペシャ
ルになろう～

　地域の過疎化・都市部で壊れかけているコミュニティな
ど、それらに対抗するように全国的に市民活動が活発になっ
てきている。それを行政がどう支え、支援し、共に活動し
ていくのか？
　この分科会を通して、みんなで一緒に考えてみませんか？
オススメ  日頃市民団体とのかかわりに悩んでいる人

参加お申込み・お問い合わせは
所属の組合または自治研センターまで。


